
 

                                            

成田市少年野球連盟 大会特別規則 

１. ベンチ入り人員は、登録された代表者（私服）、監督（背番号３０）各１名、コーチ（同２

８．２９）２名、スコアラー（私服）１名、及び介護員（保護者）２名以内と、主将（同１

０）、主将以外の選手（同０～２７）の９名以上２０名以内とする。 

  ＊連合チームの参加について：部員数が８名以下（１・２年生は除く）のチーム同士の場合

は連合を認める。連合は選手数の少ないチーム同士数チームでも可能とする。 

  連合チームの中の１チームの部員数が８名を超えても連合していた他のチームの選手数が満

たない場合、その連合チームの選手登録は救済処置として認める。ただし、理事会を経由し

て本連盟会長の承認を得ることとする。 

２. 同一チームのユニフォーム、アンダーシャツ、帽子、ストッキング（アンダーソックス着

用）は全員統一されたものでなければならない。但し、連合チームの場合は、所属チームの

ものでも可能とする。※ストッキングはアンダーソックス着用が分かること。 

３. ヘルメットは打者、次打者、ベースコーチ、走者、ボールボーイ（シートノック時）共に両

側にイヤ―ラップの付いたものを必ず着用すること。金属バットはＪＳＢＢのマークの付い

た公認のものに限る。 

４. 捕手は、ヘルメット、レガース、プロテクター、マスク（ＳＧマーク付き及びスロートガー

ド付）、ファールカップ（女子選手は除く）を着用すること。 

５. 投手の守備を除く選手（打者、守備）の手袋の使用は認める。 

６. サングラスは大会本部の承認なしに、投手を含め使用可とする。但しミラーサングラスは

不可。 

７. シートノックは、５分以内とする。 

８. 試合は６回（低学年大会は５回）で勝敗を争う。尚１時間３０分（低学年大会は１時間１５

分）に達したら新しい回には入らず、その時点の得点をもって勝敗を決する（決勝戦も同

様）。同点の場合は直ちに『特別延長戦』を行う。 

９. 同一投手の投球数は１日７０球以内とする。４年生以下の投手の投球数は１日６０球以内と

する。 

※日程の関係により、やむを得ない場合については、以下の投球制限を採用する。 

 同一投手の投球制限は１試合４イニング（特別延長も含めて１２アウト・低学年大会は３

イニング９アウト）とする。同日に同一チームが２試合実施する場合、１試合目に４イニン

グ（低学年は３イニング）投球した投手の２試合目の投球制限は３イニング（９アウト）

（低学年も同様）とし、１日の投球回数の合計は７イニング（２１アウト）（低学年は６イ

ニング１８アウト）までとする。ただし、大会日程上、対戦チームの一方が当日の初戦、他

方が２試合目となった場合、当該試合の投手の投球制限は両チームともに４イニング（１２

アウト）とする。 

10．『特別延長戦』は一死満塁から行う。打者は前回の継続打者、走者は前回の最終打者を１塁

走者とし、２塁．３塁の走者は順次前の打者とする。三死迄行い各１イニングで得点の多い

チームの勝ちとする。尚、勝敗が決しない場合は更にこれを繰り返す。 

 

 



 

                                            

11．『特別延長戦』は最高２回迄とし、勝敗が決してない場合は抽選で勝敗を決定する。ただし

決勝戦に於いては繰り返し行う。特別延長戦中の日没・降雨については、決勝戦は再試合、

他は抽選とする。 

12．『特別延長戦』出場選手の交代は許される。 

13．各チームは１日１試合迄とする。但し、日程の関係により、やむを得ない場合はこの限りで

はない。 

14．得点差によるコールドゲームは、３回均等回終了以降得点差が１０点以上、及び４回均等回

終了以降得点差が７点以上（低学年大会も同様）となった時に適用する。決勝戦も同様とす

る。 

15．日没・降雨によるコールドゲームは、４回（低学年大会は３回）終了後適用する。４回（低

学年大会は３回）終了前の場合は継続試合とし、翌大会日第１試合に実施するものとする。

ただし、決勝戦は再試合とする。日没・降雨の判断は、当該球場責任者・責任審判員が両チ

ームの監督を招集し協議して決定する。 

16．コーティシーランナー（臨時代走）を認める。 

17．ベンチは、組み合わせ番号の若番が１塁側で、先攻・後攻はトスとする。 

18．抗議権は、監督（ファールライン以内）及び当該プレーヤーとする。 

19．監督が投手の所へ行く回数の制限は、公認野球規則を採用する。尚、監督が投手のもとへ行

く場合にマウンド迄の往復は駆け足を励行する。 

20．投手が投手板に触れて投球位置についたら、投手に動揺を誘うような大きな声を発しないこ

と。 

21．ベンチ内の大人がいかなる状況であっても、選手を萎縮させるような言動を禁止する。 

22．控え審判員を採用する。 

23．メンバー表の提出は、大会本部へ試合開始４０分前に監督、主将が３部（放送する場合は４

部）持参してトスと球場等の諸注意を確認する。 

24．メンバー表の氏名欄へは、当該メンバーの学年を記載すること。 

25．理由なく試合開始時間（１５分猶予）迄に会場本部に到着していない時は、試合を放棄した

ものとする。 

26．タイムの回数は守備、攻撃側共に３回以内『特別延長戦』は１イニングに１回とする。 

27．大会規則は『大会特別規則』を除く他は、最新の『千葉県少年野球大会特別規則』、『公認野

球規則』及び『競技者必携』を適用して実施する。 

28．試合球は、全日本軟式野球公認Ｊ号を使用する。 
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